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abstract
It is difficult to express the psychological features of face images in terms of objective numerical values.  This 
paper considers the power value of the spatial frequency of face images as an objective criterion and examines 
its relation to a psychological feature, the impact of face images.  The facial parts of the following six works are 
analyzed: Billiken statues, Leonardo da Vinci’s Mona Lisa, Vermeer’s Girl with a Pearl Earring, Renoir’s Nude 
in the Sun, Utamaro Kitagawa’s Three Beauties of the Present Day, as well as the average faces of four Japanese 
women in their twenties.  First, low/high-pass filtered images of the above works are created; next, the power 
value of the spatial frequency of the images are computed by converting them into FFT; last, the relationship 
between the impact of face images and power value are examined.  As a result, the power value of a particular 
spatial frequency band tended to be extremely high in strong-impression images/statues.  The possibility that 
the strength of impressions of images can be expressed through analysis based on the power value of spatial 
frequency is shown.
































































1点目は Leonardo da Vinci（1452-1519）作の「モナ・リザ」。Leonardo da Vinciはイタリアのル
ネサンス期を代表する芸術家であり、「モナ・リザ」は世界で最も有名な人物画と言って過言ではな
いだろう。サイズは 77 × 53 cm、所蔵はフランスのルーブル美術館である。
2点目は Johannes Vermeer（1632-1675）作の「真珠の耳飾りの少女」。Johannes Vermeerは、17
世紀にオランダで活躍した画家であり、その作「真珠の耳飾りの少女」は「北のモナ・リザ」とも
称される。サイズは 44.5 × 39 cm、所蔵はオランダのマウリッツハイス美術館である。
3点目は Pierre-Auguste Renoir（1841-1919）作の「陽光を浴びる裸婦」。Pierre-Auguste Renoir
はフランスの印象派の画家であり、「陽光を浴びる裸婦」はその代表作である。サイズは 81× 65 cm、
所蔵はフランスのオルセー美術館である。
4点目は喜多川歌麿（1753-1806）作の「寛政三美人」。喜多川歌麿は江戸時代の日本で活躍した浮










と首を取り除き、1,024 × 1,024 画素のグレー画像に変換し、左右の瞳孔ができるだけ一定の位置
になるように大きさと位置を調整した。顔の部分の平均輝度が 128 になるよう輝度を調整し、背














（1～ 16 c/iw）を抽出した画像、高い空間周波数（17 ～ 512 c/iw）を抽出した画像を Fig.3, 4, 5, 6, 7, 8
に示した。さらに修正画像を空間周波数解析し、求めたパワー値を折れ線グラフで表したものを
Fig.9 に示した。横軸は空間周波数を示し、1～ 512 c/iw を対数表示した。縦軸は各空間周波数のパ
ワーの和を求めた値で、これも対数表示した。パワー値が大きいほどその空間周波数の明暗変化が
大きく、パワー値が小さいほどその空間周波数の明暗変化が小さいことを意味する。Fig.9a, b, c, d, 
eすべてに、20 代女性 4名の平均顔の各空間周波数のパワー値を求めたものを比較対象として併記










Fig.9aを見ると、「ビリケン像」は 2～ 450 c/iwの広い空間周波数帯域で平均顔よりパワー値が高
かった。他の 4枚の顔画像と比較すると、1～ 9 c/iwでは「真珠の耳飾りの少女」と同等にパワー
値が高く、10 ～ 112 c/iwでは「真珠の耳飾りの少女」を抜き最もパワー値が高くなり、113 ～ 512 













空間周波数のパワー値を見ると（Fig.9b）、20 代女性 4名の平均顔より 1～ 8 c/iwで高いパワー値










































































本解析では、「モナ・リザ」において 1～ 8 c/iwと 16 ～ 512 c/iwのパワー値が比較的高いことを
示した。Livingstone, M.が指摘した目元や口元から頬にかけての陰影の幅は、「モナ・リザ」解析











ており、10 ～ 84 c/iwでは「ビリケン像」より低くはなるが、しかし解析画像中 2番目の高いパワー





































点は、一様である皮膚の上に見える光の動きを表現したのだろう。1024 × 1024 画素の修正画像で
179 c/iwの空間周波数に大きなパワー値がみられたということは、6画素の幅での明暗変化の情報が
多いことを示し、それは幅が 3画素程度の点が描かれることに相当する。「陽光を浴びる裸婦」のサ







































とき、目からの距離を 60cmに変えると対象物の視角は 5°になる。目からの距離を 3mに変えると












の中の顔の幅に対し 2～ 8 cycle（本研究の単位で言いかえると、顔画像全体の幅に対しては 4～ 16 cycle
85
1102
となるので 4～ 16 c/iwと表記できる）を抽出した空間周波数成分で作成された恐怖顔で視覚野や情動
認知の中枢である扁桃体が活性化されることが報告されている（Vuilleumier et al., 2003）。8～16 cycle
（本研究の単位では 16 ～ 32 c/iw）の空間周波数成分で作成された恐怖顔ではそのような変化はみられ
なかった。16 c/iwまでの低い空間周波数成分において「寛政三美人」以外の「ビリケン像」「モナ・




は 10 ～ 112 c/iwの広い空間周波数帯域で、解析対象のなかで最もパワー値が高かった。性別、年齢
がわかりにくく笑顔が誇張して表現されたその顔は、遠い距離から見てその存在が一目でわかる印
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